
学校番号 214 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ２ 第３学年 

英語長文演習シリーズ

SWITCH New Edition 

Training Stage 2 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語理解の授業は「書くこと」、「読むこと」の力を養い、そこから「話すこと」、「聞くこと」を身につける、４技能の

力をつける授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語

活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語理解」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

学習したこと

に基づいた基

本的な表現で

話すことがで

きる。 

 

 

 

ぺアワーク

発表 

学習したこと

に基づいて基

本的な英文を

書く。さらに 2

文以上の英文

を書く。 

 

 

 

ライティ

ング演習 

 

定期考査 

簡単なニュー

ス、会話分、論

説文などを聞

いて概要を捉

えることがで

きる。 

 

 

 

 

リスニン

グテスト 

 

定期考査 

 

論説文や物

語を速読し

て概要を捉

えること、

また精読に

より英文の

詳細が理解

できる。 

 

リーディ

ング演習 

 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

  
UNIT 4～6 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・トピックについて自

分が知っている情報

や、考えていること

を、間違うことを恐

れず、積極的に話す。 

・各セクションを読む前

に、トピックについて

知っている情報や、考

えていることをワーク

シートに書き出した

後、ペアで話し合う。 

・トピックについて知

っている情報や、考

えていることを、間

違うことを恐れず、

積極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語表現の能力」 

・興味をひかれたこと

について、適切に書

く。 

・ワークシートを利用し

て、セクションごとに

概要を把握する 

・興味をひかれたこと

について、適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・読んだ内容について

理解する。 

・英文の対話を通して、

場面を思い浮かべ

る。 

・関連した画像などを見

ながら、読んだ内容に

ついてのイメージとと

もに、その内容を理解

する。 

・読んだことを理解す

ることができる。 

・英文の対話を通し

て、場面を思い浮か

べることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞、動名詞の用

法について理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・不定詞、動名詞の用

法について理解する

ことができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

ついたかどうかを確

かめる 

 

元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

４～７月 

(２０時間) 

 
UNIT 1～3 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語語表現の能力」 

・まとまった量の英文

を読むことにより、

英文に慣れる。 

・ ワークシートを利用し

て、セクションごとに

概要を把握する 

・習った内容を口頭で

要約することがで

きる。 

・読んだことに基づ

き、自分考えや意見

を述べられる。 

・授業内で発問し、積

極的に取り組めて

いるか観察する。 

 

「英語理解の能力」 

・日本語との時制の違

いを理解する 

 

・ワークブックを利用し

て、ポイントとなる文

法事項を理解する。。 

・日本語との時制の違

いを理解する。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識が

身に付いているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現を 1 つ

でも多く覚える。 

・外国の文化や人類の

進歩の流れを理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現の使

い方を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

８～１２月 

（２４時間） 

 
UNIT 7～9 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・トピックについて

自分の考えているこ

とや感想を、相手を

尊重しあって話す。 

・ワークシートを利用し

て、セクションごとに例

示されている表現を用

いた対話をペア・ワーク

で行う。 

・トピックについて自分の

考えていることや感想を、

相手を尊重しあって話せ

ている。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

「英語表現の能力」 

・トピックについて

の説明を読み、そ

の内容について、

写真やグラフを見

せながら、例示す

る表現と関係詞を

用いて簡潔に説明

する文章を書く。 

・ワークブックを用いて、

セクションごとに、例示

する表現と関係詞を用

いて簡潔な説明文を書

く。 

・トピックについての説明

を読み、その内容につい

て、写真やグラフを見せ

ながら、例示する表現と

関係詞を用いて簡潔に

説明する文章を書くこ

とができる。 

・ワークブックを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「英語理解の能力」 

・トピックの特性に

関する情報の概要

や要点を捉える。 

・セクションごとに、関連

した画像などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・説明文を読んで、その内

容に関する情報の概要

や要点を捉えることが

できる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解ができ

ているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係詞の使い方を

理解する。 

・例示する表現の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・関係詞の使い方を理解し

ている。 

・例示する表現の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期テストの筆

記テストにおい

て、知識が身に付

いているかを判

断する。 

  
UNIT  
10～12 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があ

っても、推測する

などして聞き続け

る。 

・セクションごとに、本文

の音声を聞き、事実と筆

者の考えを区別して、ワ

ークブックにメモする。 

・聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、

推測するなどして聞き

続けている。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークブックを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・興味をひかれたこ

とや共感したこと

について、適切に

書く。 

・ワークブックを利用し

て、セクションごとに概

要を把握する 

・興味をひかれたことや

共感したことについて、

適切に書くことができ

る。 

・ワークブックを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「英語理解の能力」 

・書かれている事実

と、筆者の考えを

区別して聞く。 

・セクションごとに、本文

の音声を聞き、事実と筆

者の考えを区別して、ワ

ークブックにメモする。 

・書かれている事実と、

筆者の考えを区別して

聞くことができる。 

・定期考査のリスニ

ングテストにお

いて、事実と考え

を区別して聞き

取れているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語を使用してい

る人々の日常生

活、風俗習慣など、

本文の内容を聞き

取る際に必要な文

化的背景について

理解する。 

 

・本文の内容を聞き取る際

に必要な文化的背景をワ

ークブックにメモを取り

ながら理解する。 

・英語を使用している

人々の日常生活、風俗

習慣など、本文の内容

を聞き取る際に必要な

文化的背景について理

解している。 

・定期考査のリスニ

ングテストにお

いて、文化的背景

をもとに、正しく

聞き取れている

かを判断する。 



１月 

（５時間） 

 
UNIT 
13, 14 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、
積極的に指摘されて
いる問題についての

情報や考えについて
話す。 

・セクションごとの内容に
対する感想や意見につ
いて話すためのキーワ

ードをワークシートに
メモし、それを参考にし
ながらグループで伝え

合う。 

・間違うことを恐れず、
積極的に指摘されてい
る問題についての情報

や考えについて話して
いる。 

・ワークシートを
提出させ、その
内容を取組状況

の判断材料とし
て活用する。 

「英語表現の能力」 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、トピ
ックについての情報

や考えなどを、聞き手
に伝わるように話す。 

・さまざまなトピックにつ
いて、データや数値など
の情報を再話し、自身の

考えなどを、ペアもしく
はグループで互いに発
表しあう。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、さま
ざまなトピックにつ

いての情報や考えな
どを、聞き手に伝わる
ように話すことがで

きる。 

・ペアもしくはグ
ループでの言語
活動を観察す

る。 

・ワークブックを
提出させ、その

内容を取組状況
の判断材料とし
て活用する。 

「英語理解の能力」 

・つながりを示す語やフ
レーズに注意して文

章を読み、論理がどの
ように展開している
かを把握する。 

・つながりを示す語やフレ
ーズをたよりに、論理の

展開を読み取る。 

・つながりを示す語やフ
レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ
うに展開しているかを
把握することができ

る。 

・定期考査の筆記
テストにおい

て、内容理解を
問う出題によ
り、内容理解が

できているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・つながりを示す語やフ
レーズを理解する。 

・仮定法の用法を理解す
る。 

・本文中で用いられている
意味や用法を確認する。 

・つながりを示す語やフ
レーズを理解してい

る。 

・仮定法の用法を理解す
る。 

・言語の使用場面
と働きを意識し

た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身

に付いているか
を判断する。 



 


